









































































































段階点 8の字 ドリブノレ リフテ インクP 合計点(点) (回)
5 22′} 36～ 9-10
4 17′}21 20-35 7～ 8
3 12′}16 ll-19 5～ 6
2 7′}11 6-10 3～ 4
















人 数 身 長 ・I: 8 の 字 ド リ ブ ル リ フ テ ィ ン グ





男 ‥8 男 :124.9± 6.2 男 ‥27.5± 7.5 男 !.4± 3-6 男 3.6± 2.2
女 :9 女 ‥123.0± 4.4 女 :24.7± 3.6 女 ‥ 6.7± 2.7 女 ‥ 2.8± 1.9
全 体 :123.9± 5.2 全 体 ‥26.1± 5.4 全 体 : 7.6± 3.1 全 体 3.2± 2,0
LG
男 :6 男 :121.5± 4.2 男 :24.6± 4.7 男 : 7.6± 2.5 男 6.9± 3.3
女 ‥12 女 :118.5± 5.7 女 :23.1± 3.7 女 : 7.2± 1.4 女 ‥ 3.2± 2.6





男 ‥9 男 :137.2± 4.6 男 :28.0± 4-2 男 ‥14. ± 6.5 男 :18.2± 25.2
女 :10 女 :130.1± 4.9 女 :50.4± 2.7 女 : 6.9± 2.6 女 : 4.3± 2.5
全 体 :133.7± 6.1 全 体 :39.8± 3.6 全 体 ‥10.9± 6.2 全 体 ‥11.3± 2-4
LG
男 ‥9 男 :134.7± 7.1 男 :28.1± 3.7 男 :ll.9± 6.6 男 :21.4± 35.2
女 :8 女 :133.5± 6-1 女 :31.3±8.8 女 ).0± 2.2 女 : 6.5± 4.6




ドリブル群 リフテ ィン グ群





8の字 ドリブル :20分 リフティング :20分
2ゴール ドリプル








個人技能の測定 (8の字 ドリブル、 リフテ ィング等)
9
10
リフティング :20分 8の字 ドリブル :20分
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I^^ ^^ ^^ H^ I mid post
Vs.LG DG VS.LG DG VS.[古「
A 0l1 イ A 1l1 イ A 1l1 イ
B 0■2」口 B 2l2 ロ B 1l2 口
1■1」」 、 C 1■0 ノ、 C 2-1 ′、
tota一1.4 4.3 4■4
-lきち点 1-7 5l2 4l4
DG
Ll迦卓l
.2敗 1分 1勝 2分 1勝 1敗 1分
(B) 4年生
Pre mid post
DG VS.LG DG VS.LG DG VS.LG
A 5■1 イ A 1■0 イ A 1■1 イ
B 0-1 ロ B 0l0 ロ B 0■2 ロ
C 1l1 ′、 C 0-0 ノ、 C 1■0 ′、
total6■3 1■3 2■3
きち点 4-4 5l2 4■4
Dc
カ、ら























































































































▲ ▲ ▲y=0.0662×+ 7.2217 y=0.0354x+8.251





































Fr =0.50 R2=0.05 R2=0.72
r=0.71pくq r=0.23(ns) rここ0.85Pく0.0
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l ◆ LG y=0.0576x-0.5719
R2=0.177










測 定項 目 学 年 2年 生 4年生
個
人
8の字 ドリブル D= L
リフテ ィング D <L
的 サ イ ドキ ック d< l m
技
舵
イ ンステ ッ プキ ック D ・;I
総合 Dく L D く L
集 勝敗 D> I D > L
団 攻 撃完 了率 D〉L




総合 D>L D> L
総 総合 D ≧ L D> L
一見矛盾しているように考えられる。 しかし,ゲー
ム場面から離れて身に付けた個人技能は,ゲームで
生きて働くものにはなりにくいサ。 DGの方が,ゲー
ムが上手になったのは,本実践では,ドリブルの中
心機能と考えられる「方向を変える」ことを学習さ
せるドリルと課題ゲームを用いたことが,相手をか
わすゲームで生きて働く技能として身に付いたから
であると推察された。
Ⅳ.まとめ
本研究では,2-4年生の児童を対象に,サッカー
の学習をドリブルとリフティングのいずれから学習
させた方が良いかの順序性を検討した。
1)2年生,4年生ともに,個人的技能を伸ばすには,
リフティングから学習させた方が良いと考えられた。
一方,ゲームを上手にさせるためには,ドリブルか
ら学習させた方が良いと考えられた。
2)個人的技能や集団的技能の学習効果は,2年生よ
りも4年生の方が高く,サッカー学習の適時性は4年
生の方が高いと考えられた。
3)ドリブル技能とリフティング技能の転移の可能
性は4年生のみで認められた。 また,その方向は,
リフティングからドリブルへの可能性の高いことが
示唆された。
(注)
注1)適時期:個々の課題(運動)に対する学習者
の内的状態が,それを学習するのに最も適した状態
になっており,学習効果が最も大きく出現する期間
をいう。また,個々の運動に対する内的状態がそれ
を学習するのに最も適した状態になっている時に適
時性があるという18)
注2)運動強度について:ドリル練習,課題ゲーム
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を行う際の運動強度を心拍数の変化から検討した。
その結果,技能の未発達な児童では8の字ドリブル
とリフティング,2ゴールドリプルサッカーとサッ
カーテニスの運動強度では同程度であると予備実験
で確かめられている。
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